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佐幸子 他 , 2017., 土佐幸子 , 2018）。日米の比較研究から「日本の授業は教師が教えたい科学的概
念がはっきりと定まっており、予想 - 実験 - 考察の流れを含む帰納的な授業が多く、生徒の概念
理解を支援する手立てをとることが少ない」ことが指摘されていた。
これまでも教師による発話による働きかけ ５）の重要性や根拠に基づいた表現する力 ６） の必要
性が示唆されていた。「主体的・対話的な深い学び」の実現に向けた授業改善を目指して、対話
的な授業、言語活動・表現活動に注目した先行研究には、生徒の話し合い活動に焦点を当てた教
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（T１～ T56）と児童の応答 59 件（C１～ C59）について発問分析を行った。　
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念がはっきりと定まっており、予想 - 実験 - 考察の流れを含む帰納的な授業が多く、生徒の概念
理解を支援する手立てをとることが少ない」ことが指摘されていた。
これまでも教師による発話による働きかけ ５）の重要性や根拠に基づいた表現する力 ６） の必要
性が示唆されていた。「主体的・対話的な深い学び」の実現に向けた授業改善を目指して、対話
的な授業、言語活動・表現活動に注目した先行研究には、生徒の話し合い活動に焦点を当てた教
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（T１～ T56）と児童の応答 59 件（C１～ C59）について発問分析を行った。　
表４　導入授業の展開 表5　本時の展開：教師の発問と児童の応答
　図５　田井小学校授業風景 　図６　東柏ヶ谷小学校授業風景
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佐幸子 他 , 2017., 土佐幸子 , 2018）。日米の比較研究から「日本の授業は教師が教えたい科学的概
念がはっきりと定まっており、予想 - 実験 - 考察の流れを含む帰納的な授業が多く、生徒の概念
理解を支援する手立てをとることが少ない」ことが指摘されていた。
これまでも教師による発話による働きかけ ５）の重要性や根拠に基づいた表現する力 ６） の必要
性が示唆されていた。「主体的・対話的な深い学び」の実現に向けた授業改善を目指して、対話
的な授業、言語活動・表現活動に注目した先行研究には、生徒の話し合い活動に焦点を当てた教



























































































































































































































（T１～ T56）と児童の応答 59 件（C１～ C59）について発問分析を行った。　
表８　５大因子の比較
表９　「意欲」「影響」「学習への興味・関心」「好奇心」に関する調査項目
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